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持続可能な開発–軍縮-和平交渉–

エネルギーと環境–地球規模の健康問題–国際開発協力

• 国連 外交政策の中核

• NATO 加盟 防衛・安全保障

• EU加盟は1972年と1994年に国民投票で否決

• EEAを通じて積極的なヨーロッパ政策

• OECD ・W TO （日本と共に）

• G20 問われる正当性

• ノーベル平和賞

国際的に認知されるノルウェー外交



• 国土面積は日本とほぼ同じ。人口は４８０万人。

• 一人当たりGDP は80 000米ドル。世界第二位。

• 高福祉と男女平等。

• 世界で最も住みやすい国（国連開発計画）

• 最も風光明媚な観光地 (ナショナル・ジオグラフィック誌)

• 天然ガス輸出 世界第２位、石油輸出 世界第６位。

• 水産物輸出 世界第２位。

• 海運 世界第６位。

ノルウェー基本情報



ノルウェーの内閣

女性大臣の割合50％ （国会議員は39% ）



「持続可能な開発とは、将来の世代が自らの欲求
を充足する能力を損なうことなく、今日の世代

の欲求を満たすことである」

グロ・ハーレム・ブルントラント委員長率いる環境と開発に関する

世界委員会報告書「地球の未来を守るために」より

持続可能な開発



気候変動は今日の主要な政治課題です。人類が引きおこした気候変動を抑制
するために、すべての国が温室効果ガスの排出を削減しなければなりませ
ん。

ノルウェーは環境政策の分野で主導的な役割を果たす用意があります。

ノルウェーは京都議定書を引き継ぐ、より包括的かつ野心的な協定が結ばれ
るよう積極的に働きかけます。

ノルウェーは自らが掲げた義務の履行をめざし、国内はもちろん国際的にも
排出を削減する努力を続けます。

イェンス・ストルテンベルグ ノルウェー首相

明確な立場をつらぬく



京都議定書

• 京都議定書の国別目標では、2008～2012年の間に1990年比
平均１％の増加

• これに対し、ノルウェー政府は9％の削減という10％高い目
標を定めた

コペンハーゲン合意

2020年に、1990年比３30％～40％の削減を目指す



ノルウェーの野心的な環境政策

• 気候変動に関する国際協定（2˚C 目標）

• 開発途上国における気候変動緩和のための資金調達

• 新たな国際協定に森林伐採・劣化に起因する排出を組み
込む（REDD+)

• CCS(二酸化炭素回収貯留）の開発・展開のためのインセ
ンティブ

• 国際海運に起因する排出量も組み込む

• 2030年までにカーボン・ニュートラルを達成



エネルギーの安全のために

天然ガス輸出 世界第２位
石油輸出 世界第６位

国内電力のほぼ１００％が水力発電でまかなわれる
水力発電 世界第６位

石油・天然ガス輸出

輸出全体の半分を占める
GDPの４分の１を占める

政府収入の４分の１を占める

ノルウェー政府年金基金グローバル

運用規模世界第二位
総額約３７兆円（４２５０億米ドル）
うち５％（約２兆円）を日本に投資

１３００を超える日本企業の株を保有



石油で開発援助を

• 適正なガバナンスと透明性

• 資源・収入管理における汚職防止

• 環境保護

• 制度構築と法的整備

• 石油基金

• ライセンス制度と訓練



極北地域





北極海航路により横浜・ロッテルダム間の距離は４０％
短縮される



ノルウェーの極北政策

• ノルウェーが最も優先する地域のひとつ

• 経済、環境、安全保障政策を包括的に進める

• 当該地域に権益のある主要国との対話

• ロシアとの協力強化。大陸棚境界画定合意

• 北極評議会とバレンツ海協力を強化

2005年10月連立政権によるソリアモリア宣言



国連海洋法条約

• 日本とノルウェーを含む150以上の国が締結

• 沿岸国は、自国の大陸棚の主権的権利を有する

• 天然資源開発のために主権的権利を行使することができる

• 200海里を超える区域での権利行使の手続き

秩序ある管理を目指して
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北欧評議会

• 北極地域国のみ参加

• 米国、カナダ、ロシアと北欧５ヶ国

• 日本、中国、韓国がオブザーバー登録を希望

• EUを含む諸外国も同様

• 意見醸成の場であり、意思決定の場ではない



日本・ノルウェー 二カ国間関係

• 貿易 アジアで第２のパートナー
日本への輸出 1060億円
日本からの輸入 1430億円 (2009年）

• 水産物 輸出の３分の１ （サーモン、サバ、
ししゃも、タラバガニ、）

•科学技術 エネルギーと環境、ナノテクノロジー、

安全な水産物、極地、宇宙

•文化 2010年イプセン・フェスティバル、ムンク、
グリーグ、ジャズ、デザイン



ご清聴有難うございました


